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1． 背景 

プロスポーツクラブは試合で勝利し、所属する

リーグで 1 つでも良い成績を残すことが重要な

ミッションであると考えられている。「勝利」する

ことは、時として目先の利益を生み出すことより

も重要視される。これは勝利し良い成績を収める

ことで得られる賞金額が増加したり、そのクラブ

のファンが増えたりして、それが結果的に利益に

つながるからである。実際、Jリーグに所属する各

クラブのSNSのフォロワー数を見てみると、フォ

ロワーが多いクラブは常に良い成績を残し降格す

ることなくJ1リーグで戦い続けるクラブであった。

例えば 2021/22 シーズンの上位 3 クラブである川

崎フロンターレ、横浜F・マリノス、ヴィッセル神

戸はシーズン終了時のSNSフォロワー数ランキン

グ (Twitter、Facebook、Instagramのフォロワー

数のランキング) でそれぞれ 2 位、6 位、7 位と

なっており J リーグに所属する 58 クラブの中で

とても人気が高いことがわかる。このうち横浜F・

マリノスは Facebook を英語のアカウントでしか

運営していないため、日本語に対応したアカウン

トを運営していればフォロワー数はもう少し多く

なったことが考えられる。 

プロスポーツクラブは良い成績を収めるために

高い能力を備えた選手と契約を行う。高い能力を

持つ選手と契約を行うには高い賃金を提示する必

要がある。Scully(1995) は選手や指導者といった

才能への賃金支 出を増加させることは、チームの

勝率を上げるために充分なだけでなく必要な条件

である、としている。このように選手賃金への投資

はチームの成功に不可欠なものであると考えられ

る。この「選手の賃金とクラブの成績の関係」につ

いての研究は様々なスポーツで行われている。 

ヨーロッパでは各国のプロサッカーリーグを対

象とした研究や個々のクラブの成功要因を探る研

究の一部として「選手の賃金とクラブの成績の関

係」の検証が行われている。Szymanski& Kuyper 

(2003) はイングランドプロサッカーリーグの 1～

4 部に所属するクラブにおける選手の賃金と成績

の関係についての検証を行った。1978/79～

1998/99シーズンの20年間と1997/98シーズン1

年間の2つの期間を対象として、単回帰分析を行っ

た。その結果、1997/98シーズン1年間の成績と選

手賃金の回帰分析において選手賃金が成績を約

80%説明することを明らかにし、20 年間での分析

においては選手賃金が成績を 90%以上説明してい

ることを明らかにしている。 

ま た 日 本 で は 内 田 ・ 平 田  (2008) が

Szymanski& Kuyper (2003) の研究を元にJリー

グのデータを元に「選手の賃金とクラブの成績の

関係」についての研究を行った。1997年から2006

年までのJ1リーグクラブのデータを用いて単回帰

分析を行った結果、長期的には選手の賃金が成績

を約 55％説明する大きな要因であることを明らか

にした。イングランドと比べて程度の差が見られ

るが、これはリーグ構造の違いと規模の違いに

よってできたものであると考えられる。 

このようにサッカーにおいては選手の賃金とク

ラブの成績は強く結びついていることがわかる。

しかしながら現在 J リーグでは選手の賃金を査定

するような明確な基準はなく、各クラブが独自の

基準で査定を行い、選手の賃金を決定している。そ

のため場合によっては過小評価されている選手や

過大評価されている選手が出てきてしまうことが

ある。 

従って本研究では J リーグにおける選手の賃金

の決定要因を明らかにすることを目的とする。本

研究では実際の選手のプレーデータに選手のパー

ソナルデータを加え、選手のプレー面と経験面の

両面から検証していく。 

 

2． 先行研究 

 サッカー選手の賃金に関する研究はプロサッ

カー市場が世界で一番大きいとされるヨーロッパ

で盛んに行われている。Lucifora& Simmons (2003) 

はヨーロッパ 5 大サッカーリーグの 1 つであるイタ

リアのセリエＡに所属する選手を対象に研究を行っ

た。選手の成績データと賃金に関するデータから成績、

経験、給与を含む人的資本収益方程式を推定した。ま

た Frick (2011) はヨーロッパ 5 大リーグの 1 つであ

るドイツのブンデスリーガを対象に研究を行い、選手

の賃金は数年前の成績よりも直近の試合の成績の方

がはるかに重要であり、また選手の契約期間が成績に

及ぼす影響が大きいことを明らかにしている。 

 このようにヨーロッパではサッカー選手の賃金に
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関する様々な研究が行われている。しかしそれに対し

て日本ではサッカー選手の賃金に関する研究はほと

んど言っていいほど行われていない。日本で行われて

いるサッカーに関する研究の多くは戦術に関するも

のとなっている。他のスポーツに目を向けると、日本

プロ野球では選手の年俸に関しての研究がいくつ

か行われていた。渡辺& 朝日 (2016)らは関東にある

球団に所属する選手を対象に、選手のペナントレース

中の成績から年俸に影響を与える 要因についての研

究を行った。 

 本研究ではヨーロッパで行われている研究を参考

にしながら、日本ならではの要因を加えて、Jリーグ

に所属する選手の賃金の決定要因を明らかにして

いく。海外ではプレーに関する要因が多く採用さ

れているが、日本のサッカー市場は海外のサッ

カー市場とは別であるので、経験に関する変数を

加えることで J リーグに合ったものを提案したい

と思っている。 

  

3． データ概要 

 本研究ではJ1リーグ、2020/21シーズンの第

19節から第23節までの試合、全45試合を対象と

したデータを使用する。具体的には選手がボール

に触れたときのプレーを表す“ボールタッチデー

タ”と選手の座標データを表す“トラッキングデー

タ”の2種類のデータである。これらデータはデー

タスタジアム株式会社様から提供されたものであ

る。 

本研究では対象期間内の試合で出場時間が90分

以上かつ年俸が把握できた選手を対象とした。ま

た、目的変数に選手の年俸を採用した。この年俸は

2020/21シーズン終了時の各選手の年俸とした。ま

た説明変数はプレーに関するものとその選手の経

験に関するものの2種類を用意した。 

プレーに関する変数では、試合中のパスや

シュート、ゴールの数、ボール奪取の回数などを採

用した。 

経験に関する変数では、年齢、クラブ在籍歴、

ヨーロッパのリーグでのプレー経験の有無やその

クラブのユースチーム出身かどうか、ワールド

カップ出場経験の有無を採用した。ヨーロッパの

リーグでのプレー経験の有無とそのクラブのユー

スチーム出身かどうかは日本ならではの要因であ

る。日本は海外に比べサッカーが盛んに行われて

いるわけではなくヨーロッパリーグでの経験が非

常に重宝される。また高等学校の部活動が盛んで

高卒の学生がそのままプロになるのも日本特有で

ある。また各チームによって資金力や強さなどが

異なるので、それらを考慮できるように各クラブ

の資金力を表す変数を用いることで重みづけを

行った。 

 

4． 結果 

 ポジションごとにそれぞれ違いが見られた。FW

ではシュートやゴールなど攻撃に関する変数で有

意であった。DFではボール奪取など守備に関する

変数で有意であった。GKではシュートセーブや失

点数など GK ならではの変数がそれぞれ有意で

あった。 

 今後は変数を増やしたり、ポジションをさらに

細かく分けることでより詳しい分析をしていきた

い。 
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